
ＬＭＳを活用した専門ゼミにおける
能動的・主体的学修活動推進の試み

2016年9月8日 平成28年度 教育改革ＩＣＴ戦略大会

（発表番号：D- 7） 創価大学 文学部 山中 正樹
（※ web 公開用のため、授業風景・学生の写真等は削除した。）



〈本日の流れ〉

1. ある日本文学教員の〈超〉私的自己反省

2. 授業改善の目的と具体的目標

３. 授業改善の内容と方法

4. 実践による改善効果とその確認

5. 反省点と今後の課題
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1. ある日本文学教員の〈超〉私的自己反省

☆文学部（日本文学）教員

旧態依然とした教員の意識？

改革への無理解・無関心？

▼単なるプリント学習・生徒がただおしゃべり

するだけ、教師は何もしない授業を目撃

⇒ 「悪恥部ラーニング」と揶揄

↓ 【参考】 倉部史記

本当はそうではないことを知る 『文学部がなくなる日』

• ⇒「なんとかしなきゃ！！」 2011年2月5日主婦の友社新書
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2. 授業改善の目的と具体的目標

◎学士課程（大学）教育の「質的転換」
（「中教審答申」H.24年８月）

☆〈アクティブ・ラーニング〉の導入

「従来のような知識の伝達・注入を中心とした授
業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒
になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知
的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を
発見し、解を見いだしていく能動的学修（アクティ
ブ・ラーニング）への転換が必要である。」（P.9）



（１） ゼミ ～学生主体の学修活動～

高次な専門知識の習得と、問題発見・調査・分析・
考察・表現・発表という、実社会でも必要とされるさ
まざまなスキルの修得 を目指す。

最終的目標および4年間の大学・学部での学び
の集大成が卒業論文の執筆

そのために学生一人ひとりが各自の興味関心に
基づいて、調査研究の主体者として学修を行って
いくことが求められている。

★しかし、学生一人ひとりの学修状況を把握し、そ
の時々に応じた適切な指導をおこなうことは、困難
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（２）創価大学文学部での4年間の学び
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（３）創価大学文学部でのゼミ教育

〈基礎ゼミ〉

1年（前期・2単位）：アカデミック・スキル基礎

２年（前期・2単位）：アカデミック・スキル応用

〈専門ゼミ〉

３年前期（2単位） ： 演習Ⅰ

〃 後期（2単位） ： 演習Ⅱ

４年前期（2単位） ： 演習Ⅲ

〃 後期（2単位） ： 演習Ⅳ
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（４）本報告での授業改善（目的）
ICT を活用した LMS の導入

⇒今年度 「演習Ⅰ」 における試み

3年前期というゼミ活動開始直後の早い段階

において、学生の学修活動の状況および、そ
れぞれの段階での達成状況を正確に把握し、
積極的に教員がアドバイス・指導を行い、学生
一人ひとりの能動的・主体的学修の推進と、
学生が直面している障害の克服を支援するこ
とで、各自が問題を解決するスキルや能力の
涵養を図る。8
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（５）授業改善の具体的目標

☆ 「専門ゼミ」における、学修活動の可視化

☆ 専門分野におけるコンピテンス獲得支援

☆ 学生自身による現状と課題の把握

（☆ 卒論執筆・提出までの状況把握と

時期に応じた適切な指導）

↓
学内ポータルサイト・科目ポートフォリオ

を活用した LMS



（６）本学のポートフォリオ(学生用ガイダンス資料
)
創価大学学生ポートフォリオシステム

学生生活の充実と目標達成を支援するため、4つの

システムを整備（2010年～）

①学生生活ポートフォリオ

②学習ポートフォリオ

（読書ポートフォリオ／語学ポートフォリオ）

③キャリアポートフォリオ

④教職ポートフォリオ生用ガイダンスより)
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学生ポートフォリオ（S-Link）について
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ポートフォリオ講義 目標設定とタイムマネジメント
【 4年間の大学生活をイメージしよう ・ 4年間の計画を立てよう】

WORK1：卒業時にどのような自分になりたいのかをイメージしてみましょう （ 3分間

WORK2：そのために、4年間の大学生活で、何をやってみたいですか？また何をするべきだと考えますか？ （ 5分間 ）

WORK3：上記の大学生活でやりたいこと・やるべきことを以下の【4年間計画表】に書き込んでいきましょう。 （ 10分間 ）

ワークシート ①
「4年間計画表」



■学生生活ポートフォリオ 1週間リズムの入力



■学生生活ポートフォリオ 1週間の活動記録の入力



科目ポートフォリオ （１）履修科目一覧



科目ポートフォリオ （２）履修動機と学習目標の入力



科目ポートフォリオ （３）課題提出状況の確認



（８）学内ポータルサイト ～PLAS～

18



19



20



21

３．授業改善の内容と方法 (1) 

Ａ、事前学習

(1) 作品（教材）熟読

・ 「予習課題」の作成と提出

※ 紙媒体⇒ ポータルサイトから提出

(2) 「予習課題」を担当者が閲覧・指導（添削）

⇒ 紙媒体⇒ ポータルサイト に提出

※ ポータルサイトのコメント欄に直接記入
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３．授業改善の内容と方法 (2) 

Ｂ、授業(従来の授業方式）

(1) 学生の輪番による発表

ブックリポート、作品解釈

(2)全員での討議

(3)教員による講評と解説
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３．授業改善の内容と方法 (3) 

C、授業後の振り返り

(1) 当日の発表に対する「評価表」を

授業時間内に作成して掲出

（従来）紙媒体 教員がコメントを記入

→ 発表者・評価者に返却

(2) 現在の各自の状況の自己診断

・今後の学修計画の策定

※学内ポータルサイトからアンケート提出
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３．授業改善の内容と方法 (4) 

Ｄ、各自の学習目標の設定

(1)各自の学修目標・今後の計画作成

※学内ポータルサイトから提出

(2) 各自の学修の記録・資料の蓄積

⇒ 授業後、学生が調査・補充

※科目ポートフォリオにアップ

さらなる学び・レポート作成準備
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４．実践による改善効果とその確認

◎ 効果の確認

学生の能動的・主体的学修活動について

(1) ・学修活動の可視化 ◎

・コンピテンス獲得支援 （○）

・学生自身による現状の把握 ○

(2) 「授業方法アンケート」の記載内容





・フォーラムを活用していた印象があまりな
かった。講義の冒頭でフォーラムに投稿さ
れた内容を匿名でもいいので、紹介すると
よいと感じた。

・授業が終わったあと、次回の課題抄や別
の講義の課題などで忙しくてなかなか覗け
なかった
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５．反省点と今後の課題

◎ ICT・LMSの活用による

学生の能動的・主体的学修活動のさらなる展開

①教員による管理が中心になってしまった

②授業時間外における学生同士の学びの場創出

③学生自身による課題の発見と問題解決の推進

④LMSの有機的活用

※今後、さらに工夫・改善して行きたい。



ご清聴ありがとうございました。

「ＬＭＳを活用した専門ゼミにおける
能動的・主体的学修活動推進の試み」

（発表番号Ｄ－７） 創価大学 文学部 山中 正樹


